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「
史
上
最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
人
勧
を
は
ね
返
そ
う
」
と

い
ま
、
各
単
組
で
、
秋
季
年
末
闘
争
の
総
学
習
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
総
対

話
・
総
要
求
運
動
と
し
て
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

１０
月
４
日
、「
東
三
河
く

ら
し
と
自
治
を
考
え
る
集
会

２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
、
東
三
河
で
は
、
２
０

０
０
年
４
月
に
は
、
４
市
１１

町
４
村
あ
っ
た
自
治
体
が
、

現
在
５
市
３
町
１
村
と
な

り
、
来
年
２
月
に
は
小
坂
井

町
が
豊
川
市
に
編
入
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

東
三
河
の
各
首
長
は
広
域
合

併
（
静
岡
県
湖
西
市
を
含

む
）
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
の
広
域
化
や
地

域
医
療
圏
構
想
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題
な
の

は
こ
の
間
の
合
併
が
検
証
も

さ
れ
ず
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
東
三
河
地
域

は
約
１
７
２
０
平
方
�
と
愛

知
県
の
３３
％
、
大
阪
府
や
香

川
県
に
匹
敵
す
る
面
積
を
持

ち
、
日
本
で
も
有
数
な
農
業

地
帯
か
ら
県
内
一
の
過
疎
・

高
齢
化
地
域
を
含
ん
で
、
多

く
の
課
題
を
持
ち
、
設
楽
ダ

ム
問
題
も
か
か
え
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
東
三
河
の

現
状
を
住
民
と
と
も
に
考
え

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
豊

橋
市
職
労
と
東
三
河
く
ら
し

と
自
治
研
究
所
が
中
心
と
な

り
、
東
三
地
区
協
各
単
組
や

東
三
河
労
連
、
民
商
、
新
婦

人
、
農
民
連
、
生
協
、
Ｎ
Ｐ

О
法
人
な
ど
が
参
加
し
て
、

実
行
委
員
会
を
作
り
、「
東

三
河
の
広
域
合
併
と
道
州
制

導
入
に
つ
い
て
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。分
科
会
も
地
域
医
療
、

子
育
て
、
雇
用
、
農
業
、
道

州
制
問
題
の
６
つ
が
設
け
ら

れ
、
報
告
と
交
流
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
学
校
の
地
域
版
と

し
て
も
と
り
く
ま
れ
た
集
会

に
は
、
当
初
目
標
を
上
回
る

１
５
１
人
の
参
加
が
あ
り
、

用
意
し
た
資
料
が
足
り
な
く

な
る
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
生
産

者
が
安
全
・
安
心
の
農
作
物

づ
く
り
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
農
業
問
題
は
、
人

類
の
生
命
に
直
結
し
て
い
る

問
題
だ
と
深
く
考
え
た
」「
大

企
業
の
派
遣
切
り
で
多
く
の

人
が
職
を
失
な
う
一
方
で
、

中
小
企
業
は
募
集
を
か
け
て

も
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な

い
。
厳
し
い
現
状
を
国
と
自

治
体
の
責
任
で
良
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
」「
東
三
河
地
域
で
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
に
改
善
し
て
い
き
た

い
」「
合
併
を
し
た
報
告
を

聞
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
い
て
目
立
つ
点
が
多

く
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
問
題

を
よ
り
身
近
な
こ
と
と
し
て

考
え
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
と
り
く
み
の
継
続

を
求
め
る
声
も
上
が
り
ま
し

た
。

一一
人人
ひ
と
り
の

要要
求
を
持
ち
よ
り

職職
場
改
善善
を
し
よ
う

長
久
手
町
職
労
は
１０
月
５
日

か
ら
、
秋
年
闘
争
職
場
オ
ル
グ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

執
行
委
員
か
ら
、「
０９
人
事

院
勧
告
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
勧

告
と
な
り
、
住
居
手
当
も
持
ち

家
の
廃
止
な
ど
、
到
底
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
人

勧
は
、
国
の
総
人
件
費
抑
制
政

策
そ
の
も
の
だ
。
地
域
手
当
も

現
行
９
％
か
ら
来
年
度
６
％
に

し
た
い
と
す
る
提
案
が
さ
れ

た
。
こ
の
秋
の
た
た
か
い
は
、

組
合
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
要
求

を
出
し
合
い
、
賃
金
改
善
や
職

場
改
善
を
し
て
い
こ
う
」
と
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
組
合
員
一
人
ず
つ

要
求
を
語
り
、「
人
員
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。
人
が
足
り
な
い

か
ら
超
勤
を
し
て
い
る
」「
庁

舎
増
設
に
と
も
な
い
、
課
の
配

置
が
変
わ
る
が
、
住
民
の
か
た

の
待
合
い
ス
ペ
ー
ス
を
き
ち
ん

と
確
保
し
て
」「
地
域
手
当
で

日
進
市
が
ズ
バ
抜
け
て
い
る
の

は
な
ぜ
？
」「
マ
イ
ナ
ス
勧
告

ば
か
り
で
、
が
っ
か
り
し
て
し

ま
う
。
や
る
気
が
で
る
よ
う
な

も
の
が
、
勝
ち
取
れ
る
と
い

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い

や
質
問
が
出
さ
れ
、
要
求
づ
く

り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総総
学学
習
で
ア
ン
ケ
ー
ト

職職
員員
の
厳厳
し
い
実
態態
が

半
田
市
職
で
は
、
確
定
闘
争

の
総
学
習
を
９
月
２５
日
、
本
庁

か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
年
の
人

事
院
勧
告
は
過
去
最
大
規
模
の

マ
イ
ナ
ス
の
厳
し
い
状
況
の

中
、
討
議
資
料
と
人
勧
の
説
明

の
後
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

５０
人
が
回
答
し
ま
し
た
。
要
求

で
は
、
賃
金
引
上
げ
（
３６
・
５

％
）、
職
場
の
人
員
増
（
５４
・

０
％
）、
年
休
取
得
（
９
・
５

％
）
が
多
く
出
ま
し
た
。

９
月
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
で

は
、４
時
間
か
ら
１０
時
間（
２２
・

２
％
）、
１５
時
間
か
ら
３０
時
間

（
１１
・
１
％
）
と
明
ら
か
に
さ

れ
、
残
業
時
間
は
１０
時
間
ま
で

（
４６
・
７
％
）、
１５
時
間
か
ら

６０
時
間
（
４６
・
７
％
）
と
厳
し

い
職
場
の
実
態
が
出
さ
れ
、
年

休
取
得
と
夏
休
み
の
結
果
に
も

現
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
９
月

の
年
休
は
、
０
日
（
２０
％
）、

４
日
ま
で
（
６０
％
）、
５
日
か

ら
１０
日（
２０
％
）。
夏
休
み
は
、

完
全
に
取
れ
な
か
っ
た
人
が

２６
・
５
％
あ
り
、
全
く
取
れ
な

か
っ
た
人（
０
日
）が
３
人（
６
・

１
％
）
あ
り
、
原
因
は
人
員
不

足
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１
番
に
獲
得

し
た
い
要
求
を
具
体
的
に
記
載

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
賃
上

げ（
９
人
）、
人
員
増（
４
人
）、

人
員
配
置
（
２
人
）、
現
行
制

度
維
持
、
住
宅
手
当
の
増
、
成

果
主
義
賃
金
導
入
反
対
、
臨
職

の
賃
上
げ
、
労
使
合
意
に
よ
る

労
働
条
件
の
変
更
で
し
た
。

今
後
、
病
院
支
部
を
は
じ
め

総
学
習
で
全
組
合
員
と
対
話
を

続
け
な
が
ら
、
確
定
闘
争
で
は

要
求
前
進
を
め
ざ
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

長久手

「なくせ貧困、くらし改善」

全県労働者決起集会
１０月３０日�午後６：３０～

名古屋・若宮広場
☆ 職場から要求持ちよろう

東三河、くらしと自治を考える集会
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「
減
税
名
目
の
福
祉
削
減
は

許
せ
な
い
！
市
民
犠
牲
許
す
な

要
求
交
流
集
会
」
が
、
１０
月
２

日
、
金
山
・
労
働
会
館
で
開
催

さ
れ
、
市
民
や
団
体
な
ど
１
３

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

河
村
市
政
が
誕
生
し
て
半

年
、
危
険
な
側
面
が
前
面
に
出

て
い
ま
す
。
名
古
屋
城
の
本
丸

御
殿
復
元
を
「
計
画
ど
お
り
」

継
続
し
、
推
進
事
業
費
５
０
０

億
円
を
か
け
天
守
閣
の
木
造
再

建
や
、市
立
城
西
病
院
の
廃
止
・

民
間
譲
渡
、
市
立
保
育
園
の
民

営
化
計
画
の
決
定
な
ど
を
表
明

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年

度
予
算
編
成
で
市
民
税
「
減

税
」
を
名
目
に
、
職
員
の
人
件

費
１
９
０
億
円
の
ほ
か
、福
祉
・

子
育
て
を
は
じ

め
と
す
る
２
３

８
億
円
も
の
予

算
削
減
方
針
が

明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

各
局
の
削
減

目
標
額
は
、
健

康
福
祉
局
が

６２
・
８
億
円
、

子
ど
も
青
年
局

が
４１
・
２
億

円
。
福
祉
と
子

育
て
分
野
だ
け

で
１
０
０
億
円

で
す
。
市
民
生
活
に
必
要
な
補

助
費
や
助
成
金
を
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
保

育
料
の
値
上
げ
や
学
童
保
育
所

も
補
助
が
削
ら
れ
運
営
が
大
変

に
な
り
親
の
負
担
増
や
、
国
保

料
の
値
上
げ
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
減
税
あ
っ
て
も
負
担
増
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

会
場
か
ら
は
、「
国
保
料
が

毎
年
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
、
誰

で
も
払
え
る
保
険
料
に
し
て
ほ

し
い
」「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
、
敬
老
パ
ス
の
無
料

化
な
ど
、
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
名
古
屋
に
」「
名

古
屋
市
の
職
場
は
今
、
人
員
不

足
で
メ
ン
タ
ル
・
長
時
間
労
働

が
増
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
市
役
所
が
壊
れ
て
い
く
。
市

長
は
ひ
と
肌
ぬ
い
で
ち
ょ
ー
よ

と
い
っ
て
い
る
が
、
裸
に
さ
れ

そ
う
。
職
員
も
住
民
も
安
心
し

て
働
い
て
暮
ら
せ
る
市
政
へ
運

動
を
す
す
め
た
い
」
な
ど
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

市
民
犠
牲
許
す
な
連
絡
会

は
、
こ
の
要
求
を
大
き
な
運
動

に
し
て
い
こ
う
と
、
ジ
ャ
ン
ボ

ハ
ガ
キ
運
動
、
市
民
集
会
の
開

催
な
ど
５
つ
の
行
動
を
成
功
さ

せ
る
決
意
を
固
め
合
い
ま
し

た
。

１０
月
４
日
、
福
祉
保
育
労
・

生
協
労
連
・
自
治
労
連
の
３
労

組
に
よ
る
、「
介
護
労
働
者
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
６１
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、

豊
橋
市
職
労
の
大
田
さ
ん
が

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金

を
使
っ
て
処
遇
改
善
で
き
る
よ

う
、事
業
所
に
働
き
か
け
よ
う
。

運
動
で
変
え
さ
せ
た
１０
月
か
ら

の
認
定
調
査
が
、
生
活
実
態
を

反
映
で
き
て
い
る
か
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
来
年
の
大
幅
見

直
し
に
向
け
て
、
現
場
で
働
く

私
た
ち
、
利
用
者
、
そ
の
家
族

な
ど
が
一
緒
に
声
を
上
げ
て
い

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
京
都
女
子
大
学

の
石
田
教
授
が
「
賃
金
、
な
ら

び
に
介
護
労
働
者
を
め
ぐ
る
情

勢
と
課
題
」
と
題
し
て
、
現
行

の
介
護
報
酬
は
、「
利
用
者
の

意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
や
職
場

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
介
護
の

本
質
な
の
に
報
酬
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
を
組
み
入
れ

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
話
し

ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
科
会
で
は
、

「
実
技
講
座
―
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
で
き
る
こ
と
、
新
し
い

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
」
や
２
つ
の

し
ゃ
べ
り
場
に
分
か
れ
て
、
学

習
・
交
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
介
護
の

本
質
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」「
直
行
直
帰
の
ヘ
ル
パ
ー

で
も
、
孤
独
を
感
じ
ず
に
、
仕

事
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た

い
と
感
じ
た
」「
職
員
の
分
断

化
、
利
用
者
と
事
業
者
の
対
立

の
構
図
と
い
う
政
策
誘
導
に
巻

き
込
ま
れ
ず
、
介
護
労
働
者
の

団
結
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
小

牧
基
地
に
く
る
な
」「
空
中
給

油
輸
送
機
の
配
備
反
対
」な
ど
、

小
牧
基
地
の
機
能
強
化
に
反
対

す
る
、
第
１３
回
小
牧
平
和
県
民

集
会
が
９
月
２７
日
、
春
日
井
市

西
本
町
公
園
で
開
催
さ
れ
、
３

０
０
人
を
上
回
る
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
藤
山
尾
中
労
連
議
長

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
地
元

の
根
強
い
反
対
の
意
思
表
示

と
、
県
内
の
運
動
で
展
示
飛
行

を
中
止
に
追
い
込
ん
だ
た
た
か

い
の
成
果
を
報
告
。
そ
の
上
に

た
っ
て
「
空
中
給
油
機
の
配
備

な
ど
、
基
地
機
能
の
強
化
に
反

対
す
る
運
動
を
さ
ら
に
強
め
よ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
平
和
で
住
み

よ
い
小
牧
を
作
る
会
」
の
代
表

な
ど
が
、
平
和
な
地
域
を
守
り

ぬ
く
決
意
を
表
明
。
そ
の
後
、

米
軍
の
基
地
使
用
や
、
憲
法
違

反
の
恒
久
派
兵
法
反
対
な
ど
の

集
会
宣
言
を
採
択
。
小
牧
基
地

ま
で
の
パ
レ
ー
ド
で
、
基
地
機

能
強
化
反
対
を
市
民
に
訴
え
、

基
地
指
令
へ
申
し
入
れ
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

基
地
機
能
の
強
化
反
対
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平
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介介護護労労働働者者ののつつどどいい自自動動車車共共済済

「
市
民
置
き
去
り
の
合
併
は

反
対
で
す
」、
西
尾
市
職
は
、

榊
原
市
長
が
２
０
１
１
年
３
月

末
ま
で
に
押
し
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
る
、
幡
豆
郡
三
町
と
の

合
併
問
題
で
、
市
民
宣
伝
を
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
組
合
は
、

そ
も
そ
も
合
併
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
が
何
ら
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
合
併
後
の
税
収
の
見

込
み
や
具
体
的
な
街
づ
く
り
の

姿
も
示
さ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
。
首
長
間
の
合
意
に
基
づ
く

合
併
が
至
上
命
題
で
、
市
民
へ

の
情
報
提
供
も
き
わ
め
て
不
十

分
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
組
合
は
、
直

接
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
ビ
ラ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
付

け
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

合合
併併
問問
題題
で
市
民民
ア
ン
ケ
ー
ト

意意
見見
をを
聞聞
ここ
うう
とと
西西
尾尾
市市
職職

犬
山
市
職
労（
９
月
１６
日
）

執
行
委
員
長

吉
田

高
弘

副
執
行
委
員
長

林

達
也

〃

一
柳

佳
誉

〃

小
島

千
枝

〃

石
黒

貴
之

書

記

長

後
藤

泰
介

書
記
次
長

北
野

研
吾

新
城
市
職
労（
９
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書

記

長

浅
尾

洋
平

書
記
次
長

栗
原
め
ぐ
み

会

計

渋
谷
久
美
子

半
田
市
職（
９
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

弘

副
執
行
委
員
長

鈴
木

孝
雄

〃

村
田

尚
巳

書
記
長

畑
中

邦
彦

書
記
次
長

杉
浦
小
奈
江

幸
田
町
職
労（
９
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

山
本

茂
樹

副
執
行
委
員
長

薮
田

芳
秀

書
記
長

大
澤

正

会

計

伊
澤

正
美

武
豊
町
職
労（
９
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

森
田

正
樹

書

記

長

鬼
頭

研
次

会

計

荒
井

修

自
治
体
一
般
労
組（
１０
月
３
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

柳

進

書

記

長

後
藤

総

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

第１４回あいち
機関紙・宣伝学校
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と き １１月１日�１０：００～１７：３０
ところ 労働会館本館２Ｆ会議室
活動報告と実践講座
問い合わせ・申し込みは組合まで

と き １１月１日�午後１：３０～４：００まで
ところ 県本部大会議室

学習と職場交流会


